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はじめに

本学では、第二期中期目標・計画の中で、以下の事項を推進していくこととし
ている。

「戦略的目標達成のため中期目標・計画と連動した大学経営に係る評価
指標を定め、各担当理事が主体となりその目標達成に努める」

本事項を推進するにあたり、中期目標・計画の全ての事項について定量的
な評価指標をとりまとめることはできないが、大学として重要でありかつ定量
的指標となりうるものを学内で分析しとりまとめ作業を行った。その後、経営
協議会で外部委員の皆様からもご意見を伺い、最終的に役員会で決定し学
内ホームページでの公開を行った。

平成22年度の達成度をとりまとめましたので、ご報告させていただきます。
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教育に関わる目標指標について（１／３）

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

Ａ．学生の受け入れに関する目標

１
地域出身者の
割合

・地域出身者
の志願者数
及び入学者
数

・志願者数
①医学科
②看護学科

・入学者数
①医学科
②看護学科

→65名以上
→59名以上

→20名以上
→25名以上

→75名
→62名

→20名
→29名

→83名
→72名

→22名
→26名

→ ○
→ ○

→ ○
→ ○

※数値には、他府県の
高校で滋賀県出身者を
含む。

２
オープンキャ
ンパス参加者
数

・毎年７月～
８月にかけて
実施

・参加者数
①医学科
②看護学科

→370名以上
→270名以上

→366名
→273名
(計639名)

→412名
→307名
(計719名）

→ ○
→ ○

※数値は保護者等も含
む。

Ｂ．教育方針・内容・方法および成果に関する目標

３
国家試験合格
率（新卒者）

・毎年３月に
国家試験が
行われる

・合格率（新卒者）
①医師
②看護師
③保健師
④助産師

→95％以上
→98％以上
→98％以上
→95％以上

→100.0％
→100.0％
→ 94.5％
→ 66.7％

→ 99.0％
→100.0％
→100.0％
→100.0％

→ ○
→ ○
→ ○
→ ○

４

教育ＧＰ等特
別プログラム

実績

・新規教育プ
ログラムの獲
得

・新規獲得数 →1件以上 →1件
(実施中6件）

→0件
(実施中5件）

→ ×

※1件申請したが獲得
できず。
※事業仕分けでＧＰが
廃止となった。指標とし
ての見直し必要。
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教育に関わる目標指標について（２／３）

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

５
共用試験

合格率

・臨床実習前
に共用試験
（ＣＢＴ、ＯＳＣ
Ｅ）を実施

・合格率
①ＣＢＴ
②ＯＳＣＥ

→100.0％
→100.0％

→100.0％
→100.0％

→100.0％
→100.0％

→ ○
→ ○

６ 留年率
・教育成果の
一つの指標
として参照

・留年率
①医学科
②看護学科

→3.0％以下
→1.0％以下

→3.6％
→1.1％

→3.5％
→1.1％

→ ×
→ ×

※休学率
医：3.2％
看：1.9％

※退学率
医：0.5％
看： 0％

７
大学院

学生充足率

・入学選抜の
適切性につ
いて参照

・充足率
①修士課程

②博士課程

→100.0％

→100.0％

→100.0％

→107.5％

→115.6％
(37/32名）
→110.0％
(132/120名)

→ ○

→ ○

※平成22年度は秋入
学者含む

※運営費交付金に反
映する定員超過、定員
割れは、±10％

Ｃ．学習支援と生活支援に関する目標

８
在学生の学生
支援満足度

・アンケート
調査を実施

・満足度の割合
①医学科
②看護学科

→70.0％以上

→70.0％以上

→82.4％

→80.3％

→78.9％

→84.4％

→ ○

→ ○

※未回答者が増加
医：11.3%→22.8%
看：14.5%→20.7%

※未回答者は算定数
値からは除外。
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教育に関わる目標指標について（３／３）

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

９
アドバイザ－
制度

・アドバイザ
ーとの面談
実施率

・前期（1回生)
①医学科
②看護学科

・後期(5・6回生)
①医学科

→100％
→100％

→100％

→
→

→

→100％
→100％

→100％

→ ○
→ ○

→ ○

※面談実施を確認でき
る書類がなかったため、
Ｈ23年度より、相談確
認シートの提出を求め
ることとした。

10
学生生活実態
調査

・学生の要望
に対する対
応状況

・要望に対する
回答率

→100％
→80％程度
要望36件
対応11件

→100％
要望13件

→ ○ ※学生実態調査報告
書記載要望件数

Ｄ．教育評価・改善システムに関する目標

11
在学生の教育
満足度

・アンケート
調査を実施

・満足度の割合
①医学科
②看護学科

→80.0％以上
→80.0％以上

→86.5％
→90.2％

→86.2％
→95.6％

→ ○
→ ○

※未回答者が増加
医： 9.8%→21.8%
看：13.9%→21.4%

※未回答者は算定数
値からは除外。

12
医療機関から
の満足度

・アンケート
調査を検討し
実施

・満足度の割合
①医学科
②看護学科

→
→

→
→

→
→

→ ×
→ ×

※63施設にアンケート送
付。
※様式が記述式のため満
足度の判定が難しい。
※様式の見直しが必要。

13
授業評価への
リバック率

・教員の反応
状況向上を
目指す

・リバック率 →100％ → →100％ → ○

H22年度
に検討し
実施

11月頃に
アンケー
ト結果の
分析予定

データ
無し
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研究に関わる目標指標について（１／２）

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

Ａ．目指すべき研究水準確保に関する目標

14 重点５分野研究実績
①外部資金
②国際学会発表
③ＩＦ総数

→
→
→

→470.166千円
→ 5件
→ 251.3

→317.828千円
→ 10件
→ 364.8

→ ×
→ ○
→ ○

1) サルを用いたIPS/ES細胞研究

①外部資金
②国際学会発表
③ＩＦ総数

→
→
→

→136.602千円
→ 1件
→ 12.5

→ 45.120千円
→ 0件
→ 3.7

→ ×
→ ×
→ ×

2) 神経難病研究
①外部資金
②国際学会発表
③ＩＦ総数

→
→
→

→43.577千円
→ 2件
→ 40.9

→ 35.139千円
→ 2件
→ 64.5

→ ×
→ ○
→ ○

3) ＭＲ画像を用いた分子イメージング

①外部資金
②国際学会発表
③ＩＦ総数

→
→
→

→118.292千円
→ 0件
→ 2.5

→ 7.120千円
→ 0件
→ 0

→ ×
→ ×
→ ×

4) 生活習慣病研究

①外部資金
②国際学会発表
③ＩＦ総数

→
→
→

→165.936千円
→ 2件
→ 195.4

→180.364千円
→ 6件
→ 157.5

→ ○
→ ○
→ ×

5) 総合ガン治療研究

①外部資金
②国際学会発表
③ＩＦ総数

→
→
→

→
→
→

→ 50.085千円
→ 2件
→ 139.1

→
→
→

※総合ガン治療研究は第
２期開始のＨ22年度より
重点研究としてスタート

前年度
以上

5

データ
無し
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より
開
始



研究に関わる目標指標について（２／２）

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

15
大学全体の科
研費実績

・申請件数等
の段階的向
上

・科研費件数
①新規申請
②新規獲得

→前年度以上
→前年度以上

※21年11月申請
～22年４月採択

→239件
→42件
（採択率17.5％）

※22年11月申請
～23年４月採択

→237件
→ 64件
（採択率27.0％）

→ ×
→ ○

※全国平均採択率28%

16
大学全体の外
部資金

・外部資金獲
得額の段階
的向上

・外部資金獲得額
①受託研究

(一般・治験・病理）
②共同研究

③寄附金

④治験

→前年度以上

→前年度以上

→前年度以上

→前年度以上

→611,731千円

→42,021千円

→537,507千円

→126,820千円

→615,985千円

→ 45,478千円

→680,731千円

→104,968千円

→ ○

→ ○

→ ○

→ ×

Ｂ．研究活動の活性化等に関する目標

17
学内共同プロ
ジェクト実績

・平成22年度
からの取組
・基礎医学と
臨床医学の
共同プロジェ
クトを推進

・基礎臨床共同
プロジェクト
①実施件数
②論文件数

→
→

→
→

→6件 実施
→論文0

※研究発表会
３回実施

→
→

※今年度からの事業

データ
無し

H22年度
より実施

6

H22
より
開
始



病院に関わる目標指標について（１／３）

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

Ａ．良き医療人の育成に関する目標

18
研修医マッチ
ング

・募集定員に
対するマッチ
者数

・マッチング実績
①マッチング率
マッチ者数
／募集定員

②研修者数
（採用内定者数）

→80％以上

→研修者数増

→67.9％
36／53名

→38名

→72.2％
39／54名

→ 43名

→ ×

→ ○

Ｂ．臨床研究の推進に関する目標

19
先端的医療の
活動実績

・先進医療等
に関する

実績

・先進医療実績
①承認件数
②症例件数

→前年度以上
→前年度以上

→ 7件
→190症例

→ 7件
→189症例

→ ○
→ ×

※新規承認2件
（腹腔鏡下スリーブ状胃
切除術、内視鏡的大腸粘
膜下層剥離術）

Ｃ．医療サービスの向上に関する目標

20 患者満足度
・毎年アンケー
ト調査を実施

・満足度の割合
①外来患者
②入院患者

→70％以上
→85％以上

→71％
→88％

→82％
→92％

→ ○
→ ○

・外来719名、入院295名
回答あり。
※％は不満でない人の割
合。
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病院に関わる目標指標について（２／３）

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

21 業務効率化

・パス診療録
使用率等に
目標値を設
定

・目標値を設定
①パス診療録
使用率
②院外処方箋
発行率

→40％以上

→80％以上

→42.6％

→82.1％

→34.3％

→81.8％

→ ×

→ ○

※H22.7からの電子カルテ
移行に伴い、紙パスから
電子パスへの移行転記作
業や使用勝手が悪い等の
理由で修正作業等の期間
が７月～９月と長期に及
んだこと等がパス使用率
低下の要因と考えられる。

Ｄ．効率的で安定した病院運営に関する目標

22
病院収益の

確保

・病院経営に
関する財務
指標

・実績
診療報酬稼働額

①入院単価
②病床稼働率
③在院日数
④外来単価
⑤外来患者数
⑥手術件数

→156.8億円

→61,500円
→85％
→16日
→13,000円
→1,251人／日
→6,300件

以上

→ 150.6億円

→ 59,873円
→ 83.5％
→ 15.8日
→ 13,103円
→ 1,251人/日
→ 6,329件

→ 166.7億円

→ 62,281円
→ 88.4％
→ 15.98日
→ 14,392円
→ 1,248人/日
→ 6,894件

→ ○

→ ○
→ ○
→ ○
→ ○
→ ×
→ ○
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病院に関わる目標指標について（３／３）

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

23 支出の抑制

・医療材料費
削減や後発
医薬品推進
による支出
抑制

・医療費削減
①医療費比率

②後発医薬品
採用率

→38.3％以下

→ 8.0％以上

→38.3％

→ 5.9％

→38.1％

→ 8.5％

→ ○

→ ○

Ｅ．社会との連携や社会貢献に関する目標

24
地域医療関連
実績

・地域連携医
療体制の強
化による診
療面での地
域貢献

・地域医療関連
実績

①患者紹介率

②患者逆紹介率

③救急車搬入
件数

→ 60％以上

→ 40％以上

→2,500件以上

→ 64.1％

→ 37.4％

→ 2,623件

→ 67.2％

→ 43.5％

→ 2,684件

→ ○

→ ○

→ ○
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社会連携及び国際化に関わる目標指標について（１／１）

目標指標 説明
目標値 実績 達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

Ａ．社会との連携や社会貢献に関する目標

25
生涯学習関連
実績

・教育面での
地域貢献を
公開講座の
実施状況等
から参照。

・公開講座の実績
①実施回数

②参加者総数

→ 20回以上

→1,650名以上

→24回

→2,124名
参加率60％

→22回

→1,378名
参加率54％

→ ○

→ ×

※Ｈ21年度は1回で参加
者が400名を超える公開
講座が実施されたが、Ｈ
22年度はなかったこと等
が参加者が減った要因で
ある。

Ｂ．国際化に関する目標

26
留学生の受入
実績

・留学生の受
入実績

・受入実績
①留学生数

→15名以上 →10名
（延べ人数）

→12名
（延べ人数）

→ ×
※外国人客員研究員は
含まず。

27
海外留学派遣
実績

・海外留学派
遣

・派遣実績
①学生
②研究者

→20名以上
→ 5名以上

→20名
→ 6名

→29名
→ 4名

→ ○
→ ×

※学生は海外研修、研究
者は研究休職の人数。

28
国際共同研究
実績

・国際共同研
究

・実績
①国際共同

研究
→30件以上 →29件 →36件 → ○

※研究者国際交流実績
調査からのデータ。
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管理運営に関わる目標指標について（１／２）

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

Ａ．人材育成戦略の策定と実施に関する目標

29
研修に参加し
た教職員数

・人材育成の
取組状況を
研修参加実
績から参照。

・研修に参加した
教職員数
①学外研修
大学
病院

②学内研修
大学
病院

→参加者数増

→参加者数増

→ 337名
47名
290名

→ 5,241名
545名
4,539名

→ 282名
36名
246名

→ 5,822名
872名
4,950名

→ ×

→ ○

※病院はビデオ研修も含
む。
※【38】コンプライアンスの
研修も含まれる。

Ｂ．組織戦略の策定と実施に関する目標

30 積立金確保

・第２期目標
期間の初期
段階に積立
金を確保。

・積立金確保
①積立金

→毎年２億円
程度を確保

→ 0円 → 収支上
4.7億円
の黒字

→ △

11



管理運営に関わる目標指標について（２／２）

y
aji

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

31
経常収益に対
する人件費率

・人件費率を
総枠管理する。

・人件費率
①人件費率

→46.0％以下 →44.1％
算出データ：千円
経常収益

22,922,892
人件費

10,126,847

→43.6％
算出データ：千円
経常収益

24,403,324
人件費

10,655,994

→ ○

32
総人件費改革
に基づく人件
費削減

・政府の総人
件費改革に
伴う施策であ
る。

・人件費削減
①人件費削減率

→基準年度
（平成17年度に
対する人件費を
５％削減）

→5.2％ →7.9％ → ○

Ｃ．業務効率化戦略の策定と実施に関する目標

33
電子ペーパレ
ス化推進

・業務効率化
の観点から
電子ペーパ
レス化を推進
する。

・電子ペーパレス
化推進

①紙購入額

②購入数量

前年度比
0.5％削減

→1,929千円

3,063千枚

→1,939千円

→3,078千枚

→1,815千円

→3,361千枚

→ ○

→ ×

※紙Ａ４単価
H21   0.63円
H22   0.54円

※増加した主な部署
①総務課・企画調整室
604千枚→705千枚

②医療サービス課
706千枚→828千枚

③学生課・入試課
305千枚→441千枚

※算出式
a_H17年度人件費予算相当額 6,346,114千円
b_22年度人件費見込 5,641,493千円
c_削減額 a－b  704,621千円
d_削減率 c/a 11.1％
e_人事院勧告を踏まえた削減 ▲3.2％
・人件費削減率 d－e ・・・・・・・・ 7.9％

12



財務内容の改善に関わる目標指標について（１／１）

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

Ａ．収益力向上戦略の策定と実施に関する目標

34
寄付金戦略の
推進

・平成２２年
度から実施。

・寄附金の確保
①寄附金

→ 中期目標
期間中に
１億円

→平成22年度
より実施

→6,548千円
（629件）

→ ○
※ １月から募金活動開
始。
※前回（開学30周年記念
時）は約3,000万円。

Ｂ．コスト効率化戦略の策定と実施に関する目標

35 支出抑制

• １２～１５の
テーマ設定
を行い、コ
スト構造改
革を推進。

・コスト構造改革
①達成率
テーマ設定

→100% →60％
（6/10件）
10件

→36%
（4/11件）
11件

→ ×

※これまでの達成率
Ｈ16 71％(5/7)
Ｈ17   62％(5/8)
Ｈ18 54％(6/11)
Ｈ19 70％(7/10)
Ｈ20 90％(9/10)
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自己点検評価、情報提供に関わる目標指標について（１／１）

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

Ｂ．広報戦略の推進に関す目標

36 プレスリリース

•社会への
積極的な情
報発信をプ
レスリリー
ス件数から
参照する。

・プレスリリース
①プレスリリース
件数

→前年度以上 →27件 →29件 → ○
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その他の業務運営に関する重要目標について（１／２）

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

Ａ．施設設備の整備や環境保全等の推進に関する目標

37
施設整備、環
境保全に関す
る目標

・環境と安全
で人に優しい
キャンパス環
境想像を満
足度やＣＯ２
排出削減量
から参照する。

・施設満足度、二酸
化炭素排出量
○施設満足度
①学生
②患者
○二酸化炭素
排出量
③単位面積当
たり削減率

→70%以上
→80％以上

→6年間で
5％以上

→データ無し
→データ無し

(15,400/118,162)
→0.130
t-co2/㎡

→74％
→82％

(17,755/118,663)
→0.150

t-co2/㎡

→ ○
→ ○

→ ×

※アンケート調査(   )は
内数
・対象： 2052名
（学生 870名）

・回答： 422名
（学生 133名）

・回答率20％
（学生 15％）

Ｂ．コンプライアンスやリスクマネジメント改革の推進に関する目標

38
コンプライアン
スに関する目
標

・コンプライア
ンスに関する
研修等を積
極的に行い
意識向上を
図る。

・コンプライアンス
に関する研修等
①研修回数

②参加人数

→研修回数、
研修参加者
数の増

→ 23回

→4,160名

→ 24回

→ 5,533名

→ ○

→ ○

単位面積ＣＯ２排出量t-co2／㎡
H16＿0.137＿(13,902／101,329)
H17＿0.160＿(16,198／101,428)
H18＿0.152＿(15,492／101,921)
H19＿0.133＿(15,199／114,367)
H20＿0.136＿(15,595／114,750)

大学：８回461名

病院：15回3,699名

大学： 13回 772名

病院： 11回 4,761名
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その他の業務運営に関する重要目標について（２／２）

目標指標 説明

目標値 実績
達成度

○、×
備考

項目 Ｈ22年度 Ｈ21年度 H22年度

Ｃ．学内教職員の意識改革や組織活性化に関する目標

39
教職員の年次
有給休暇の取
得

・年次有給休
暇の取得アッ
プ

・年次有給休暇
①一人平均
取得日数

→10日以上 →7.5日

○教員
・基礎看学5.6日
・臨床 2.7日

○職員
・事務 9.3日
・看護部 9.4日
・コメディカル7.8日

→7.4日

○教員
・基礎看学4.8日
・臨床 3.0日

○職員
・事務 8.4日
・看護部 9.3日
・コメディカル7.1日

→ ×

40
学内教職員の
意識改革や組
織活性化

・業務改善に
関するポスタ
ー発表会で
の提案件数

・ポスター発表会
①提案件数

→前年度の
10％増
（22件）

→20件

事務 13件
基礎 2件
センター 2件
病院 3件

→15件

事務 12件
基礎 1件
センター 0件
病院 2件

→ ×
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